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本シンポジウムでは、金属や半導体のナノ構造(ナノ粒子、ナノ薄膜、ナノアレイなど)の高効
率な光熱変換を利用した流体制御・化学反応制御・生体模倣・生体制御に関連するホットな研究
領域となりつつある「フォトサーマル・フルイディクス」に関する基礎・応用研究について俯瞰
し、異分野横断研究への展開を議論する場を提供することを目的としています。 
近年のナノ加工技術の進展により光発熱効果の高度な制御が可能となり、積極的な利用を試み

るサーモプラズモニクスに関する研究が国際的にも活性化しています[1]。一方、我が国でも、
21 世紀初頭より、蛍光相関分光によるナノ領域での高精度な温度計測[2]、ナノ粒子の光発熱効
果による流体効果と光圧を相乗的に利用した生体分子の光濃縮や分子認識制御[3-6]、光誘起の
液液界面制御[7]やナノシリコンによるポリマー分子の光捕集[8]に関する基礎研究が推進され
益々活性化しています。 
たとえば、ナノ光熱源により制御された流体ダイナミクスの基礎研究[9,10]、ナノ空間に局在

した温度場形成[11,12]、光発熱効果と光圧による連続体の質量輸送の理論[13]、ナノパターニ
ングや分子の集積・結晶化による反応制御に基づくマテリアルデザイン[14]、中赤外光により励
振された分子振動による局所的熱分布を利用した単一細胞イメージング技術[15]、光誘起相変化
による生体模倣的ダイナミクスの提案[16]、光濃縮による細胞制御[17]、微生物センシングや高
効率な微生物発電に基づく新奇環境テクノロジーなどに関する独創性の高い最先端研究[18]が
個別のアプローチで活発に行われています。 
これらのナノ光熱変換に関する最先端研究を推進している研究者に一堂に会してご講演いた

だく本企画をベースに、世界をリードする一大分野形成と産学官連携の活性化に向けて参加者の
皆様との活発な議論が展開されることを期待しています。 
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